













Japanese Interjection Particles and Interjectional Intonation: 
Factors Determining the Choice of the Intonation Type
KORI Shiro
Summary：A Japanese sentence-internal “bunsetsu” （minimal syntactic phrase comprising a content 
word possibly followed by particles） often has an intonational movement in the final syllable. This 
study investigates this type of sentence-internal intonation based on the conversational data and listening 
tests using resynthesized speech. Among the types of intonation used at the end of bunsetsu, （1） 
emphatic rise （step rise）, （2） rise-fall, and （3） prolonged neutral intonation appeared most frequently 
in conversations. The listening tests showed that the rise-fall has a function of request for attention 
and simultaneously serves as an indicator of the current status in speech planning. Examination of the 
conversational data suggested that the choice of the intonation type also depends on presence/absence of 
an interjection particle （ne or sa）, depth of the syntactic and discourse boundary, formality of speech 















































































める：˹ ハ ˺ヤ ↷ク （ー強い訴えかけ），




































































　オカーサン ↷ガー ／ チョット カワッテル ヒト ↷デー ／ ゴッドファーザーガ ダイスキ ↷
















後34秒あたりの，キワメテ ソノ イチブブンダケ ↷ ウォー，316秒のシコーシテ オナジ ケンポー ↷ ニー）では上昇量
は 6 ～ 9 半音と小さくないし，母音が200msを越える長いものも見られ，おそらく「尻上がり」の認定ができると思
われる。しかし，後者の使用例での上昇量は大きくなく，母音も短い（100～120ms程度）。一方，会話音声での使用
については，本稿で扱う親しいと思われる相手との会話資料における1911年生まれの男性話者の使用例 1 がある（1980















































ゲストとする 7 放送回分。ゲストは 1 名（kh）以外はいわゆる芸能人で，会話内容は出
演したテレビドラマや映画に関する話，子供のころや若いころの逸話，家族の話など。
ゲストは男性 3 ，女性 4 で，本稿では以下の略号（括弧内は性別と生年）で示す。kh（女，






















































































































の女性話者mt， 5 例が『72/72親』の女性話者 sk， 8 例が『徹子の部屋』の女性ゲストnm（番組
ホストと一定程度親しいと思われる）による使用である。他は，『徹子の部屋』のホストから年下ゲス










9)　以下の 4 例に気がついた（出現順）：ウチデワ ↷ ネ↑ー ヤッテマスヨ，ダカラ ↷ ネ↑ー，ニジュー ↷ ネ↑ー ハチン
チニネ，ヤレ ナンダッテ ↷ ネ↑ー。前半部の上昇量には 6 半音程度のものがあるが（最後の例），他は1.5半音以下の
ごく小さなもので，後半部の上昇も小さく 1 ～ 2 半音である。
10)　 6 種の音調の違いと間投助詞の有無との関係の独立性をカイ二乗検定で検討したところ，χ2 （5）=305.385, p< 0.001

























さを小（4.5半音以下），中，大（ 9 半音以上）に分類して使用状況を図 4 に示す15)。間投助詞の疑問型
上昇調は上昇量が大のものが半数以上あるが（60%），上昇下降調は上昇量が小さいものが多い













































































































化残差と多重比較用の調整後の有意確率は強調型上昇系が2.229 （p=0.077），上昇下降調が -1.207 （p=0.227），その他が






















































































図 9 　 考えながら言っている感じがするのはどち
らか：
　　　強調型上昇調と上昇下降調の比較


































































































































































日本語記述文法研究会編（2008）『現代日本語文法 6  第11部 複文』くろしお出版 .
林大（1985）「イントネーションについて」『実践国語教育情報』3（5）, 6-7.
村岡花子（2014）『花子からおはなしのおくりもの』（CD） ユニバーサルミュージックUICZ-
4301.
村中淑子・原紀代（1993）「『助詞の卓立』（あと高型プロミネンス）の頻度と文法的機能について」
『日本音声学会全国大会研究発表論集』41-46.
森田笑（2007）「終助詞・間投助詞の区別は必要か—『ね』や『さ』の会話における機能 」『言
語』 36（3）, 44-52.
山口幸洋（1993）「撥ね下がりイントネーションについて」『音声学会会報』202，12-15.
